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はじめに

　高速湾岸線（５期）は、横浜市金沢区並木三丁目

から同市本牧ふ頭に計画された延長約１４.６㎞、往復

６車線の自動車専用道路である。本路線は、東京湾

岸道路の一部として広域的な幹線道路となるととも

に、横浜市内の自動車専用道路のネットワークを拡

充して、渋滞緩和に資することを目的としている。

事業概要

　首都高速道路公団では、高速湾岸線（５期）の建

設工事を昭和６１年１２月に開始した。本路線のうち、

北側区間約３.５㎞及び南側区間約４.１㎞の計約７.６㎞に

ついては、事業効果を早期に発揮させるため平成１１

年７月１５日に暫定的に片側１車線で部分開通してお

り、残る“中央区間”約７.０㎞を含めた５期全線が６

車線で平成１３年１０月２２日に開通した。今回の開通に

より、横浜市金沢区並木から千葉県市川市高谷まで

を結ぶ延長約６４㎞の高速湾岸線が全線開通したこと

となる。

事業の特徴

①本路線の約９割は高架橋構造であり、街路通行

者への圧迫感を軽減するため橋脚横梁と主桁を

一体構造とした。

②伸縮継手から生じる騒音、振動や補修時の工事

規制に伴う交通渋滞の低減を目的として、多径

間（３径間～８径間）連続桁形式を採用した。

③高速道路沿道の環境対策として設置した高遮音
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減を図るために、新たに供用した約７.０㎞の区間

については、全線排水性舗装を採用した。

⑤道路構造物の落下・飛散対策として、遮音壁や

消防器具などにはワイヤー等の落下防止装置、

集水桝蓋にはストッパー等のずれ止め装置など、

フェールセーフ対策を施した。

⑥本路線を含めた神奈川線の全料金所にETC対

応レーンを設置し、今回の開通と同時にETCが

利用できるようになった。

事業効果

　本路線の開通により、横浜横須賀道路の釜利谷

JCTから本牧JCT間の所要時間が３７分から１６分へと

半減したほか、国道１６号等の交通が減少するなど、

周辺道路の渋滞緩和に大きく寄与した。

全　景
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